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平成２９年度第４回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

平成３０年３月７日（水）

開会 午後２時

閉会 午後４時

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂２

３ 出席委員

千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、伊藤紀子、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、服

部亜紀、杉島重男 計９名

４ 欠席委員

鍋嶋洋行

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長 木戸雅浩、環境課長補佐 三浦勝之、環境課主事 山下徳仁

７ 報告事項・議題等

⑴ 組成調査の結果について

⑵ 各プロジェクトの進捗状況について

⑶ 家庭系燃えるごみの有料化制度に関する報告及び提言書（案）について

８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただいまから「平成２９年度第４回尾

張旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日、鍋嶋委員から欠席のご連絡を受けていますので、ご報告さ

せていただきます。

本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関する基

準」に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となること

も、併せてご了承いただきますようお願いいたします。

また、今期の循環型社会推進会議の構成員は今月の３月３１日ま

でが任期となっています。

皆さまには、これまで多大なるご協力をいただき、まことにあり

がとうございます。

本日も、忌憚なきご意見を伺いたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。
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事前配布させていただきました資料は、ご持参いただけましたで

しょうか。お持ちでないかたがお見えになりましたら事務局までお

申し出ください。

特にないようでしたら、次第に沿って会議を進行させていただき

ます。

次第１の「座長挨拶」を、座長の千頭先生、お願いいたします。

千頭座長 ＜挨拶＞

環境課長 ありがとうございました。

このあとは、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは

座長である千頭先生に議事の進行をお願いいたします。

千頭座長 それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。

次第２報告事項⑴の「組成調査の結果について」、事務局から説明

をお願いします。

山下主事 ＜資料を用いて説明＞

千頭座長 ただいま事務局から、「組成調査の結果について」の説明がありま

した。ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。

渡辺委員 農村地区は剪定枝が多かったということですが、今回多かったのは

特別な事由によるものですか。

山下主事 農村地区は草や枝などの混入が多く、例年そのような傾向が出てい

ます。

渡辺委員 他地区ではそれほど剪定枝は出ていないのに、農村地区は半分近く

剪定枝が入っています。資源ごみの混入割合に影響が出ていないかが

心配です。

千頭座長 剪定枝を除いたデータで比較することで、他のごみの組成がどうな

っているか詳細な比較ができると思います。調査の際は、剪定枝を分

別して計量していますか。

山下主事 項目のひとつとして分けて計量しています。

千頭座長 剪定枝を除いた調査結果を出しておくと、比較の際に使えると思い

ます。

松原委員 剪定枝は、今までは畑で燃やして肥料として使っていましたが、今

は簡単に燃やせなくなりました。私は竹林に入れて腐葉土化していま

すが、他の農家はごみとして排出しなければならなくなりました。

白坂委員 調査対象はごみ袋に入ったものだけで、１メートル以内に剪定した

枝をひもでくくっているものは、調査対象となりますか。

環境課長補佐 ごみ袋に入ったものが対象のため、入っていないものは対象外で

す。

渡辺委員 農村地区のごみの種類には特殊性があると思われてしまい、そのま

ま数字が出てしまうと、違う土俵のものを一緒にして比較しているの

ではないかと思われる心配があります。

千頭座長 農村地区は生ごみの量が他地区よりも少ない可能性があり、相対的

に可燃ごみの中で剪定枝が大きい比率になってしまうということも
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考えられます。

これだけでは判断できませんが、他地区よりも剪定枝が多いことは

確かです。

これは、サンプリングとして３０袋ですが、地区ごとの一年間の全

体量はわかりますか。

松原委員 組成のパーセンテージだけでなく、絶対量が分かれば一人当たりの

排出量が地区ごとにわかると思いますが、把握は難しいですか。

千頭座長 収集ルートにもよると思いますが、パッカー車ごとの重さは量って

いますか。

環境課長補佐 収集の曜日は固定ですが、パッカー車の収集ルートは固定ではあり

ません。そのため、現在の状況では地区別の全体量を量ることは困難

です。

松原委員 この地区は何を重点に置く必要があるのかがわかるので、絶対量が

わかるとよいのですが。

千頭座長 現時点では、一人当たりの絶対量を出すのは至難の業なんですね。

組成調査はかなり大変な作業ですが、これだけ詳細な組成調査がで

きていない自治体も多く、地区の特性ごとに分けて調査を行っている

ところは更に少ないです。

杉島委員 ５つの地区ごとに排出されるごみの量をまとめていただいていま

すが、それ以外の地域について、拡大して調査を行う意志はあります

か。

地区を固定化して４、５年ほど続けていますが、それだけでいいか

ということについて、どのように考えていますか。

環境課長補佐 傾向を調べるためには、同地区を調査していくことが重要でした

が、校区ごとにした方がよいという意見もあります。調査の目的や視

点を変え、地区を変えることはできると思います。

具体的な予定はありませんが、今後調査目的を検討し、地区を変え

て実施することは可能です。

杉島委員 推進会議を進めていく上で、市が旭丘地区を自治会活性化地区とし

て、相当力を入れてきたことは成果を生んでいます。その地区を見て

いくことは、モデル的な意味を持つと思います。ただ、この地区だけ

でいいのかとも思いますので、一度検討していただきたいと思いま

す。

松原委員 有料化の報告書８ページの図９では、古紙の混入量が約１２０グラ

ムから平成２２年頃までは減少傾向で約９０グラムになりましたが、

それ以降横ばいで混入量そのものが減っていません。分別の限界があ

る程度きたのか、地域的な偏りがあるのかが比率だけではわからない

ところがあります。

千頭座長 あくまでサンプリング調査で全数調査ではないですが、特徴は地区

ごとに出ていると思います。

他にご質問等がないようですので、次に移ります。
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それでは、２報告事項⑵の「各プロジェクトの進捗状況について」、

事務局から説明をお願いします。

山下主事 １２月の第３回会議開催後、２月２日と１４日にごみ有料化プロ

ジェクト、２月１９日に事業系ごみ適正化プロジェクト、１月２６

日にリサイクル広場拡充プロジェクトを開催いたしました。

本日は、各プロジェクトリーダーに、プロジェクトの進捗報告に

ついてお話いただきたいと思います。

また、ごみ有料化プロジェクトの資料「家庭系燃えるごみの有料

化制度に関する報告及び提言書（案）」は、３議題にて改めて議論を

行いますので、よろしくお願いします。

千頭座長 では、「各プロジェクトの進捗状況について」、各リーダーからお

話いただきたいと思います。

まず、「リサイクル広場拡充プロジェクト」について、松原委員に

お願いします。

松原委員 ＜資料を用いて説明＞

リサイクル広場拡充プロジェクトの報告書を３月中にまとめたい

と思います。

１-⑴ リユース品の有償化の検討は、課題も多く、リース方式など

次の課題として検討したいとおもいます。

１-⑵ ヘビーユーザー対策は、警告や注意喚起をしましたが、あま

り変化は有りませんでした。

２-⑴ 学習パネルの見直し・リニューアルは、市にまとめてもらっ

ています。

３ 再使用（リユース）に関する情報を発信するについては、あまり

進捗していません。

４-⑴ 家庭生ごみの堆肥化支援は、生ごみコンポストの補助や、堆

肥化実践団体と協力して講習会を開催しました。かなり盛況で終了後

も問い合わせがあり、継続したいと考えています。

４-⑵ 古着、端切れのリユースについては、イベントを実施しまし

たが、福祉団体の参加はなく市民のかたが中心でした。今後は、目的

をリサイクル広場の周知に変更し、市民のかたにも幅広く来てもらう

ため、５月１１日にイベントを開催したいと考えています。前回のイ

ベント来場者は３０人ほどで人気がありましたので、次回は渋川福祉

センターで実施したいと考えています。

４-⑶ 家庭生ごみの堆肥化実践団体の見学会は、今年度は開催でき

ませんでしたが、今後開いていきたいと考えています。

４-⑷ 連合自治会他を通した普及・交流は検討中です。

５ 放置自転車の再利用は、担当部署が環境課とは異なるので、担当

部署と打ち合わせたいと考えていましたが、今年度中は難しいと言う

ことで、今後の取組として検討していきたいと考えています。軽微な

修理については、程度のよい自転車が少なく、予算が余る状況となり
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ました。自転車の収集については今後の課題と考えています。

６ 福祉用具の再使用に関する検討については、専門的な知識が必要

になるため、「あげます、ください情報」で対応し、軽微なステッキ

等について対応することを検討しています。

千頭座長 ありがとうございました。何かご意見・ご質問等ありますか。

渡辺委員 「ごみに関する学習拠点を発展させます」は、リサイクル広場を学

習拠点としていこうという趣旨でしょうか。

松原委員 そのとおりです。

渡辺委員 学習拠点としての整備には、来てくれる人はいいのですが、呼び込

む機会を計画的に仕組まないといけないと思います。

学習拠点で学ぼうとする人を、どのよう確保するのかを考えなけれ

ばいけません。

松原委員 拠点にしていくには課題もあります。会議室は持ち込みの子供用品

が置かれているなど、施設が狭いというところがあります。

来ていただくにも駐車場は少なく、日常の資源ごみの持ち込みもあ

るため、イベントを実施するとした場合、一番困る点です。

そのため、古着のリユースのイベントも渋川福祉センターで実施す

ることにしました。

杉島委員 行政の方には耳がいたい話かもしれませんが、市民と行政の距離が

近いようで遠いと思います。市民はホームページを見たりできます

が、それから先は良きに計らえというような関係になっていると思い

ます。

ごみ問題は、行政の考えを市民に正確に知ってもらうことが必要

で、環境事業センターの一部をそれが分かる場にしてもらいたいと考

えます。急は無理でも徐々に充実していく必要があります。

そのような意見をプロジェクト内で何度も伝えていますが、なかな

か見えてきませんので、次期の推進会議活動の中で整理する必要があ

ると思います。

渡辺委員 組成調査結果は、座長がおっしゃるように、市民にごみのことにつ

いて考えさせる良い資料ですが、一人一人の市民まで浸透していない

と思います。

私の住んでいる地区も入っているため、この数字をいつも気にして

おり、年に１回、この資料を基にしたごみ分別の協力依頼を自治会の

広報に載せて回覧しています。全体の３分の１ぐらいしか見てくれて

いないと思いますが、３分の１も見ているともいえます。

行政と市民の間の距離が遠いのは当たり前で、近づくことは難しい

ですが、その間に何かシステムを組み込むことで、情報が市民に濃く

伝わることもあると思います。

学習拠点も考慮してシステムを考えないと、ごみ問題を日常的な問

題として考えてもらう市民を増やすことにつながりません。



6

連合自治会を通した普及交流は、一つのシステムとしてはよいので

すが、連合自治会は地域活動の柱を防犯と防災をメインに考えている

ため、ごみや環境をどのように自覚させるのかが大事です。

市長も防犯や防災の周知では見かけるのですが、ごみや環境につい

てはあまり見かけません。防犯・防災は、ある程度地域に組織ができ

ていますが、ごみ問題を今の状態で放置していてはだめだと思うの

で、市長がごみ問題を積極敵意周知してもらえないかと強く思ってい

ます。

市議会議員も防犯・防災が大きい課題と考えていると思われます。

ごみ問題は、日常的に解決しないといけない問題としての意識する

ことが、市民と行政を近づけるひとつなのではないかと考えます。

白坂委員 消費生活推進員の視察の際には、市議会議員の皆さんごみ焼却場を

見学してごみ収集について勉強されていますし、事務局も資料作成を

しているので、無関心ではないと感じています。それを市民にどのよ

うに伝えていくかが肝心です。私たちの税金を使っているので、関心

がないとは言えないと思います。

渡辺委員 ごみの問題を強くアピールすることは、市民に負担を課すことにな

るため、難しい部分があります。ストレートに言うだけでは、市民は

反発します。お金を払わない場合でも肉体的負担を強いることも有る

ため躊躇することも有りますが、それを乗り越えないと施策が現実的

なものにならないと思います。

千頭座長 ごみ処理費用がどの程度かかっているかを、市民に説明することが

大切です。４５ℓごみ袋一袋を処理するのに 200 円かかる自治体もあ

るということですが、市民はそれを知らないかもしれません。

ごみ処理を市単独ではなく、組合で行っていることも、危機感が弱

い原因かもしれないです。

有料化に踏み切るのであれば、市長が先頭に立たないといけないと

思うので、組成調査の結果等を市長にブリーフィングしてもらいたい

と思います。

渡辺委員 市長が見るのは印刷された報告書なので、会議の気配までは伝わら

ないと思います。

松原委員 最初のリサイクルリユース祭りは、市長に来てもらえました。

杉島委員 環境課は自治会を味方にしないといけないと考えます。６、７月頃

に自治会の清掃委員や環境委員のようなかたに集まってもらい、講習

会を開催してほしいです。講習会では、市は循環型社会を構築するた

めの考え方や取組について伝え、協力してほしいと熱意を持って、も

っと語りかけてほしいと思います。

千頭座長 ６月は環境月間もあります。環境課はまじめに取り組んでいただい

ていますが、もっと大胆に行動してもいいかもしれませんね。
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深田委員 リサイクル広場の看板はいつ設置されましたか。

松原委員 施設東側には設置されていましたが、昨年度、新たに旭南線側に設

置されました。

深田委員 ごみの減量化をすることで、市民にどのようなメリットがあるのか

を伝える必要が有ります。防犯・防災は自分の身に降りかかることで

すが、ごみ問題の訴え方が数字だけでは、減量したことはわかります

が、それが実生活にどのように影響あるかが分かりにくいです。

地球環境では実生活から離れてしまうため、減量化を身近に感じて

もらうことが必要です。それを見れば、ぱっとわかるようなものがあ

ればよいと思います。

千頭座長 ごみが増えることで何が困るかと言う問いかけもできると思いま

す。

深田委員 ごみの減量化をしないと、ごみの最終処分場がなくなると言う悲壮

感から始まったと思いますが、市民は目の前の現実として理解しにく

いため、身近に感じられるようにしていく必要があると思います。

環境課長補佐 ３きりや雑がみ分別について自治会等に周知していこうと考えい

ていましたが、組成調査の結果をわかりやすく周知していくことはあ

りませんでしたので、今後検討したいと思います。

千頭座長 次に、「事業系ごみ適正化プロジェクト」について、深田委員にお

願いします。

深田委員 事業系ごみの適正排出は、大手企業は既に取り組んでいるので、零

細企業のごみ排出にどう取り組むのかが必要です。事業系ごみ適正排

出の周知チラシは晴丘センター作成のものがありますが、堅苦しく分

かりにくいので、伝わりやすく分かりやすいデザインに変更したもの

を来年度作成したいと考えています。

周知チラシの配布方法ですが、郵送では伝わりにくいと思うので、

市内事業者約２，０００のうち約半分が加入する商工会を経由して配

布を検討しています。商工会未加入者には、市職員が事業者に直接説

明に伺うことで、その周囲にも伝わり、意識が高まるのではないかと

考えています。

また、市の指定袋は本来家庭ごみだけですが、組成調査の結果から

事業系ごみも含まれているため、指定袋に事業系ごみは入れないとの

文章をごみ袋に記載することで、事業者だけでなく市民にも事業系ご

みに関する意識が高まると思います。それも次年度に取り組み、事業

系ごみの減量を図っていきたいと考えています。

千頭座長 次に、「ごみ有料化プロジェクト」は、議題３家庭系燃えるごみの

有料化制度に関する報告及び提言書（案）に関連しますので、合わせ

てすすめたいと思います。事務局からの説明の後、杉島委員より説明

をお願いします。

環境課長補佐 昨年１２月の第３回会議では、本会議でごみ有料化に関する提言書

を作成すること、提言書の案を有料化プロジェクトで作成することに
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ついてご了解をいただきました。今回は、これまで有料化プロジェク

トで行ってきた研究、視察などを基に議論を重ねて作成した提案書案

について、皆様からご意見を伺い、本会議の提案書として完成したい

と考えています。

それでは、提案書の内容について、プロジェクトリーダーの杉島委

員よりご説明をお願いいたします。

杉島委員 有料化プロジェクトでは、前回の会議以降、毎月プロジェクトを開

催し、承認をいただいた内容に基づき全力でこの提言書案をまとめま

した。

提言書案は事前配布を行いましたので、本日は、皆様からご指摘や

意見をいただき、それらを整理して３月末までに提言書を完成させた

いと考えていますので、どうぞよろしくお願いします。

千頭座長 それでは、まずは有料化プロジェクトメンバー以外のかたのご意

見、ご質問等を伺いたいと思います。

深田委員 細かいことも必要ですが、インパクトがある一文字を出したほう

が、市民の意識が高まると思います。

ごみは行政が費用を負担していることを周知することが大事なの

で、有料化した場合、そこで得られたお金でこんなことができるとい

ったことから入っていくことが分かりやすいのではないでしょうか。

千頭座長 ごみ袋にごみ処理コストを明示している自治体も、一部あります。

それで、意識が高まることもあると思います。

深田委員 ごみ袋組合では、行政からの要望があればデザイン変更も可能で

す。

松原委員 ごみ袋は売り上げの予測で作っているため、販売数を正確に把握す

ることができていません。そのため、コストの把握は難しいかもしれ

ませんが、ごみ袋にのせるべきと考えます。

千頭座長 提言書案に一人当たりのごみ処理料はありますが、一袋当たりの金

額のほうが伝わりやすいと思います。リアルタイムの金額が無理で

も、どこかの年度の実績を示してもよいと思います。

深田委員 市民には金額がインパクトあると思います。文章だけではあまり気

づかれないと思うので、一人当たりのごみ処理金額など、強調したい

箇所は文字を太くしたり大きくしたりするほうがよいと思います。

千頭座長 提言書でも、強調するべき箇所の文字を変更するということでしょ

うか。

深田委員 そのとおりです。

千頭座長 わかりました。

それでは、提言書の部分について、ご意見はありませんでしょうか。

杉島委員 提言を整理するに当たり、あまり細かくしても伝わりにくく、次の

委員会や審議会のかたを拘束する場合もあるので、こうであるべきと

いう書き方ではなく、このほうがよいのではという書き方にあえてし

ています。
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千頭座長 ３０年度に導入の是非を検討することでよいのでしょうか。

環境課長補佐 ３０年度に判断することとしています。

千頭座長 ３０年度は、改めて細かく検討するのではなく、この提言書を基に、

政策的に判断するこということでしょうか。

環境課長 提言書等や市の考察を基に、審議会での諮問答申を経て判断する予

定です。

千頭座長 推進会議での有料化に関する検討はこれで終わり、３０年度は審議

会で検討して最終的に判断するということでしょうか。

環境課長補佐 提言書案では、今後に研究、検討するべきことのご意見もいただい

ていますので、今後も有料化に関する検討を継続していただきたいと

考えています。

千頭座長 ここで熱心に交わされた議論が、審議会に伝わるかを心配していま

す。事務局はどのようにお考えですか。

環境課長 この提言書を審議会の皆さんにお配りして、勉強会を進める形にな

ります。提言書案では、有料化を検討するべきとの結論が出されてい

ますが、そのやり方についてまで決められてはいません。様々な課題

も有りますので、検討を進めていきたいと考えています。

松原委員 有料化には大義名分が必要と考えています。提言書案では、ごみの

減量スピードが緩やかになっているので、目標の達成には有料化が一

つの方法と示しています。しかし、尾張旭市の一人当たりのごみ処理

コストは、愛知県で最も低額な自治体の一つであり、市民にとっては、

なぜ有料化が必要かという面もあります。

杉島委員 提言書案では、愛知県の公表資料に基づき県内の状況が示されてお

り、各自治体でかなりの差がありますが、人件費や減価償却の考え方

が異なる可能性もあるので、よく調べる必要が有ると思います。

ごみがかなり減った時期がありますが、それは雑がみを資源ごみに

切り替える努力をした時期と思います。しかし、今の努力の仕方では

目標を達成できないと考えたときの有料化問題と認識します。

また、この提言書案では、有料化するしないとは別に、今やらなけ

ればいけないこととして、ひとしぼり運動による生ごみの削減と雑が

みの資源化の推進が必要としています。しかし、その２つだけでは目

標の達成は難しいので、有料化について市民に説明する必要があると

提言しています。

有料化には、市民の理解と納得が必要なので、環境課だけではなく、

市長や市職員全員がごみ問題を認識し、市民に説明ができるように取

り組んでいただきたいと思います。

市にお金がないから有料化というレベルではないと思いますが、長

期的に考えると、人口が減少すれば、収入が減ることはあっても増え

ることはないので、ごみの費用負担が難しくなっていくことも予想さ

れます。

千頭座長 この提言書案について、大きく何かするべきという意見はあります
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か。

深田委員 現在は税金でごみを処理しているので、ごみを多く出す人も少なく

出す人も同じ金額を負担していることになり、不公平感があります。

有料化をすれば意識の低い人にも訴えることができるので、費用負担

の面を強調してもよいのではないでしょうか。

渡辺委員 提言書案には、市のアンケート結果とともに、他の２市が有料化前

に実施したアンケート結果についても比較しています。そして、他の

２市の結果を基に、尾張旭市でも有料化を進めてもよいのではないか

としています。

他の２市のアンケートでは、まさに費用負担の公平化をあげていま

す。ごみをたくさん出す人と分別している人が同じ税負担でよいかと

の切り口で有料化について聞いており、不公平感の解消という視点で

の有料化を進めています。

環境課長 費用負担の公平性は提言書案でも記載されています。有料化プロジ

ェクトでは、かなりの精査をしていただきました。

深田委員 ごみの処理費は排出者負担でいきましょうという考えかたを前面

に出して、有料化を進めるということが、もう少し提言書にあっても

よいと感じます。

千頭座長 尾張旭市のように有料化はやむを得ないか否かという聞き方では、

市民は無料のほうがよいと答えると思いますが、東久留米市のように

不公平か否かという聞き方では、結果は違ってくると思われます。

ごみを減量するというお話と、費用の負担を公平化するというお話

は、どちらも提言書に記載されています。

大体はこの内容でよいと思われますがいかがでしょうか。

深田委員 処理費用は炉の性能や状況によって変わるという文章を加えても

らえませんでしょうか。

松原委員 私も炉の形式でコストに違いが生じるとの文章を加える前提で、こ

の提言書で承認したいと思います。

千頭座長 それでは、深田委員と松原委員の意見を加えることにしましょう。

杉島委員 晴丘センターを１０年延命化することで、その費用負担が生じま

す。炉の性能とは別に、そういった費用でごみ処理費用が増加する可

能性もあることも理解しなければいけないと思います。

千頭座長 我々の任期である３月中に提言書を完成させるため、今の意見を付

け加える以外はよろしかったでしょうか。

杉島委員 本日はありがとうございました。議論の中でありました、重要な箇

所は書体を変えて強調する、炉に関する文書を付け加えることについ

て、早速プロジェクトで議論したいと思います。

千頭座長 それでは、重要点は強調する、炉に関する文書を加えることの２点

を前提にこの提言書を承認したいと思います。

最終的には、この２点を有料化プロジェクトで議論していただき、

座長が確認したものを委員会の提言書とすることでいかがでしょう
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か。

委員 （異議なし）

千頭座長 それでは、承認いただいた内容で、座長、有料化プロジェクト、事

務局で提言書を完成させていきます。

長時間にわたりありがとうございました。

それでは、次第４「その他」ですが、事務局から何かありますか。

環境課長 本日は、多数の貴重なご意見を賜り、誠にありがとうございまし

た。

本日議論をいただきました「家庭系燃えるごみの有料化制度に関

する報告及び提言書」は、ご指摘の有りました点を整理し、有料化

プロジェクト、千頭座長の確認を経て、３月末には完成をさせたい

と考えています。

また、３月末開催の廃棄物減量等推進審議会に提出と説明を行い

ます。

この提言書は、市も非常に重要なご意見として、ごみ有料化判断

の参考とさせていただきます。

また、構成員の皆さまにおかれましては、今期の任期は３月３１

日までですが、会議としては本日が最後となります。

平成２８年４月から２年間、多大なるご協力をいただき誠にあり

がとうございます。

皆さまの貴重なご意見を基に、今後も基本計画に沿ってごみ減量

を推進していきたいと思います。今後もお気づきの点がございまし

たら、ご指導ご支援いただきますようお願いいたします。

千頭座長 それでは、これをもちまして、平成２９年度第４回尾張旭市循環

型社会推進会議を閉会といたします。

皆さま、長時間にわたり大変お疲れ様でした。


